
●講義の概要
　本講義では、eビジネスの現状や、それらが企業経営、流通、
金融、生活に及ぼす衝撃と将来展望について、インターネッ
トでホームページを見たり、情報をダウンロードしたりしな
がら考える。さらに、近年注目されているAIやIoT、AR ／
VR、ビッグデータなどのeビジネスを支える最新のICTの動
向についても事例を用いて紹介する。

●講義の到達目標
　本講義の到達目標は、eビジネスとはなにか、現在の産業社
会に与える影響、今後の展望を考察し、産業構造と社会の変
化を理解できることにある。また、eビジネスを支える最新の
ICTの動向についての理解も目標とする。

●講義計画
第 1 回：eビジネスについて
　　　（eコマースとの違い、対象領域の確定）
第 2 回：eコマース
　　　（B2B、B2C、事例）
第 3 回：eマーケットプレイスの課題
　　　（楽天、アリババ、eBAY）
第 4 回：コミュニケーションの変化
　　　（Facebook、Twitter、Line）
第 5 回：電子マネーと電子決済
　　　（ICカードの普及と実際、企業ポイント通貨）
第 6 回：情報の仲介者
　　　（価格比較サイト、口コミサイト：食べログ）
第 7 回：eビジネスの中間まとめ
　　　（発表およびディスカッション等）
第 8 回：AIとIoTが生み出す新しい社会
　　　（Society 5.0、AI、IoT）
第 9 回：次世代情報端末
　　　（スマートフォン、AR、VR）
第10回：情報の３D化
　　　（ドローン、3 次元計測機器）
第11回：ビッグデータの活用
　　　（具体的な活用事例）
第12回：クラウドの衝撃
　　　（インドのソフトウェア企業）
第13回：ビジネスプラン⑴
　　　（新しいビジネスプランの提案）
第14回：ビジネスプラン⑵
　　　（提案したビジネスプランの発表資料作成）
第15回：最終課題
　　　（ビジネスプランの発表およびディスカッション）

●成績評価基準と方法
　授業態度とプレゼン（各自発表）による総合的評価

●テキスト又は参考文献
　必要に応じて授業時に指定

●受講上の留意点
　受講生の関心により若干の変更がありうる。
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●講義の概要
　経済のグローバル化、情報技術の発展、価値観の多様化な
ど経営環境が複雑化し、社会経済が目まぐるしく変容してい
る。企業が存続し成長するためには、従来事業の強化だけで
なく、イノベーションが不可欠になっている。
　講義ではシュンペータのイノベーション概念から出発して、
多様なイノベーション概念を理解し、企業のイノベーション
の方向や取り組みについて理解する。

●講義の到達目標
　多様なイノベーション概念を理解する。企業経営にかかわ
る様々な要素を活用してイノベーションが可能であり、また
イノベーションを成功させるには顧客価値に対応することが
不可欠なことを理解し、応用できるようにする。

●講義計画
第 1 回：イノベーションとは
第 2 回：経済発展とイノベーション
第 3 回：コンピュータにみるイノベーション生成
第 4 回：ドラッカーの経営論とイノベーション
第 5 回：漸進的イノベーションと急進的イノベーション
第 6 回：製品イノベーションと工程イノベーション
第 7 回：破壊的イノベーション
第 8 回：破壊的イノベーションへの対応
第 9 回：リバース・イノベーション
第10回：模倣とイノベーション
第11回：カテゴリー・イノベーション
第12回：ユーザー・イノベーション
第13回：オープン・イノベーション
第14回：事業イノベーション
第15回：顧客価値とイノベーション

●成績評価基準と方法
　議論参加状況と発言70％、レポート30％によって総合的に
評価する。

●テキスト又は参考文献
　テキストや参考文献については講義のなかで指示する。

●受講上の留意点
　講義、議論に積極的に参加する。イノベーションの例につ
いて、それがどのような要因によって発生し、企業や社会を
変化させるのか興味を持つ。
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